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(1) 

令和３年から行っているプレミアム商品券事業、お客様

や会員の皆様から強いご要望を受け、本年も実施します。

今年は 10 月１日から 11 月 30 日まで使用できる「末広町

プレミアム商品券」5,000 円券を 1,000 冊発行。今年も抽

選方式で購入者を決定します。申し込みは９月４日～８日

の５日間。応募者多数の場合は、９月 11 日パソコンによ

り厳正な抽選を行います。 

 なお、ポスター･チラシとチケットの表紙のデザイン

は、今年も岡学園トータルデザインアカデミーの生徒さん

に依頼し、その中から採用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は初めて、パンフレットの裏面に協同組合ナガノ駅

前センターの会員と今回の参加店舗のタウンマップを作成

しました。お客様のご案内等にも活用してください。 

 

第２７回「如是姫まつり」開催します 

如是姫からのおくりもの 今年も 
やります! 

昭和 25 年から始まった「如是姫

まつり」は、途中中断はありまし

たが、平成９年に復活し、今年で

27回（通算 40回）を迎え、長野市

の秋の風物詩となっています。こ

れは区民の皆様、会員の皆様、ま

た関係する多くの皆様のご協力の

賜物です。今年も次により開催致

しますので、皆様の絶大なご協力

をお願い致します。 

昨年５年振りに再開しました稚

児行列は、８月１日から募集を始

め３日で定員に達しました。ご協

力ありがとうございました。 

日時：令和７年 10月 11日(土) 
場所：稚児行列 

かるかや山西光寺～長野駅前広場 

顕彰式典 

長野駅前広場 



 
              

本
日
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
統
括
セ
ン
タ
ー

の
地
域
共
創
、
主
に
観
光
分
野
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
、
長
野
統
括
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
で

す
が
、
軽
井
沢―

飯
山
間
の
新
幹
線
駅
、
北

陸
新
幹
線
、
篠
ノ
井
線
、
飯
山
線
の
乗
務

員
、
地
域
活
性
化
を
推
し
進
め
る
観
光
事
業

に
つ
い
て
は
長
野
統
括
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と

な
り
ま
し
た
。
総
勢
４
６
０
名
の
大
所
帯
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
自
身
は
昭
和

55

年
日
本
国
有
鉄
道
に

入
社
し
、
平
成
４
年
に
松
本
旅
行
セ
ン
タ
ー

（
現
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
松
本
）
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
仕
事
が
現
在
の
私
の
土

台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
旅
行
業
に

つ
い
て
は
全
く
経
験
が
無
く
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
か
ら
始
め
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た

直
後
で
は
あ
り
ま
し
た
が
旅
行
需
要
は
旺
盛

で
松
本
平
の
中
小
企
業
中
心
に
営
業
に
回
り 

              
添
乗
業
務
も
こ
な
し
ま
し
た
。
松
本
平
の
特

性
と
し
て
在
日
（
韓
国
・
朝
鮮
）
企
業
が
多

い
の
で
す
が
そ
う
い
っ
た
企
業
の
社
長
さ
ん

方
に
旅
行
の
手
配
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
の
交
流
が
広
が
り
、
社
員
旅
行
を
通
じ
て

社
員
家
族
旅
行
や
企
業
の
紹
介
な
ど
多
く
の

機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

さ
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
地
域
と
の

共
創
で
す
が
、
現
在
も
進
行
中
の
「
旅
す
る

北
信
濃
」
と
い
う
商
品
が
あ
り
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
完
結
す
る
観
光
サ
ー

ビ
ス
で
Ｍ
ａ
ａ
ｓ(

マ
ー
ス
・
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ 

ａ
ｓ 

ａ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）
施

策
と
表
現
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
交
通
、

食
事
、
体
験
等
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
つ
な

ぎ
、
お
客
様
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
２
０
２

１
年
の
戸
隠
神
社
式
年
大
祭
の
際
「
ま
る
っ

と
戸
隠
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
２
２ 

長
野
統
括
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る 

地
域
共
創
の
取
り
組
み 

実
施
日 

令
和
７
年
４
月
２
日
㈬ 

講 

師 
 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社 

長
野
統
括
セ
ン
タ
ー
所
長
・
長
野
駅
長 

高 

橋 

誠 

一 

氏 
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年
の
善
光
寺
御
開
帳
時
に
「
旅
す
る
北
信

濃
」
と
名
称
変
更
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

「
旅
す
る
北
信
濃
」
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
自
治

体
か
ら
の
費
用
負
担
も
含
め
た
提
携
、
主
要

観
光
施
設
と
の
提
携
、
飲
食
店
な
ど
で
の
割

引
・
特
典
の
提
供
、
専
用
サ
イ
ト
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
な
ど
を
長
野
統
括
セ
ン
タ
ー
の

メ
ン
バ
ー
が
地
域
を
回
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
や
参
加
施
設
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
が
当
社
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
加
盟
店

開
拓
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
自
治
体
の
参
画
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。 デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
先
端
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
な
が
ら
も
人
の
つ
な
が
り
を
介
し
た
営
業

の
大
切
さ
も
地
域
共
創
に
お
い
て
は
大
事
な

の
で
は
な
い
か
と
申
し
上
げ
結
び
と
い
た
し

ま
す
。 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
４
月
】 

 

令
和
７
年
８
月
２
日
㈯ 

               

地
域
の
中
小
企
業
の
社
長
達
が
「
博
士
論

文
」
を
執
筆
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
自
己
や
自
社

を
大
学
の
研
究
室
で
た
た
き
上
げ
、
客
観
視

す
る
こ
と
で
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

に
つ
な
が
る
、
三
重
大
学
大
学
院
で
行
わ
れ

て
い
る
取
組
み
の
当
事
者
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。 西

村
氏
は
三
重
県
や
北
海
道
を
例
に
人
口

が
減
り
続
け
る
農
村
や
漁
村
い
わ
ゆ
る
過
疎

地
域
と
言
わ
れ
る
地
域
、
大
都
市
を
抱
え
て

い
な
い
県
で
県
内
総
生
産
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
。
人
口
減
少
が
続
く
中
に
お
い

て
も
従
来
と
違
っ
た
や
り
方
で
収
入
が
増
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
、
こ
れ
は
日
本
全
国
で

も
出
来
る
事
で
新
し
い
技
術
、
働
き
方
、
新

し
い
考
え
方
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
で
地
方
か
ら
日
本
が
変
わ
っ

て
い
く
と
述
べ
た
。 

 

西
村
氏
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
定
義

を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
出
身

の
経
済
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
唱
え
た

「
創
造
的
破
壊
都
心
結
合
に
よ
る
変
革
」
で

あ
る
と
し
、
西
村
氏
が
三
重
大
学
大
学
院
で

実
践
す
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
で
学
ん

だ
「
博
士
社
長
」
た
ち
が
創
造
す
る
事
業
が

三
重
県
内
で
実
を
結
び
始
め
て
い
る
。 

一
例
と
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ト
マ
ト
を
生

産
す
る
う
れ
し
野
ア
グ
リ
㈱
浅
井
氏
は
ハ
ウ

ス
を
温
め
る
石
油
代
の
高
騰
に
悩
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
同
じ
西
村
研
究
室
で
学
ん
で
い
た

辻
製
油
の
辻
氏
が
生
産
過
程
で
発
生
す
る
熱

水
（

90

℃
）
の
有
効
活
用
を
し
た
い
と
の

考
え
が
結
び
つ
き
、
う
れ
し
野
ア
グ
リ
が
ト

マ
ト
栽
培
施
設
を
辻
製
油
の
隣
接
地
に
設
置

し
熱
水
を
再
利
用
す
る
事
で
辻
製
油
は
熱
水

の
処
理
、
う
れ
し
野
ア
グ
リ
は
燃
料
費
の
問

題
を
解
決
で
き
る
仕
組
み
が
出
来
た
。
う
れ

し
野
ア
グ
リ
の
反
収
は
１
５
０
０
万
円
（
稲

作
農
業
の
約
１
０
０
倍
）
と
言
う
高
収
益
を

上
げ
て
い
る
。 

西
村
氏
曰
く
、
こ
う
し
た
小
文
字
の
「
ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
集
積
で
社
会
の

変
革
が
可
能
と
な
る
事
、
ま
た
、
変
革
す
る

事
に
「
不
戦
敗
を
し
な
い
」
、
す
な
わ
ち
自

分
か
ら
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
述

べ
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。 

今
回
の
講
演
会
に
関
連
し
て
、
長
野
商
工

会
議
所
で
は
長
野
県
立
大
学
と
共
同
で
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾
を
開
講
す
る
。
こ
の
場

で
学
ん
だ
方
々
の
起
こ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
発
現
が
待
た
れ
る
。 

 

商
工
会
議
所
講
演
会
レ
ポ
ー
ト 

視
点
を
変
え
て 

地
域
社
会
の
未
来
を
考
え
る 

 

～｢

社
長
１
０
０
人
博
士
化
計
画｣ 

か
ら
学
ぶ
企
業
・
地
域
の
未
来
～ 

 

日
時
：
令
和
７
年
５
月

30

日 

講
師
：
三
重
大
学
大
学
院 

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
科 

教
授 

西
村
訓
弘 

氏 

会
場
：
ホ
テ
ル
犀
北
館 

主
催
：
長
野
商
工
会
議
所 

前
広
場
に
設
営
し
各
町
の
屋
台
、
お
先
乗
り
を

お
迎
え
し
た
。
前
日

12

日
は
宵
山
が
セ
ン
ト

ラ
ス
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。 

当
日
は
緑
町
、
西
後
町
、
北
石
堂
町
、
権
堂

町
が
引
き
屋
台
を
運
行
し
お
先
乗
り
は
北
石
堂

町
の
小
林
泰
君
が
務
め
た
。
各
屋
台
が
駅
前
広

場
に
到
着
す
る
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
大
勢
の
観

客
が
注
目
し
て
い
た
。
ま
た
、
新
田
町
、
問
御

所
町
が
置
き
屋
台
を
展
示
し
た
。
熱
中
症
も
心

配
さ
れ
る
高
温
と
な
っ
た
が
各
屋
台
当
町
会
所

も
水
分
補
給
に
留
意
し
た
運
営
で
無
事
、
解
散

し
た
。 

来
年
、
令
和
８
年
は
東
町
、
桜
枝
町
、
南
千

歳
町
、
末
広
町
が
年
番
町
と
な
っ
て
い
る
。
末

広
町
は
屋
台
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
屋
台
運

行
は
無
い
が
祭
り
の
運
営
部
分
で
貢
献
が
求
め

ら
れ
る
。 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎

な
が
の
祇
園
祭 

御
祭
礼
屋
台
巡
行
開
催 

日
時
：
宵
山 

令
和
７
年
７
月

12

日
㈯ 

本
祭 

令
和
７
年
７
月

13

日
㈰ 

会
場
：
弥
栄
神
社
・
善
光
寺
・
長
野
駅
前
広 

場
・
長
野
市
中
心
市
街
地 

「
末
広
町
通
り
に
び
ん
ず
る
踊
り
が
戻
っ
て

来
た
」
一
日
だ
っ
た
。 

２
０
０
０
年
前
後
ま
で
は
末
広
町
通
り
も
全

面
長
野
び
ん
ず
る
の
踊
り
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

た
が
、
あ
る
時
期
か
ら
踊
り
エ
リ
ア
か
ら
外
れ

る
事
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
。 

長
野
び
ん
ず
る
実
行
委
員
会
に
は
毎
年
の
よ

う
に
申
し
入
れ
を
し
、
昨
年
ま
で
は
末
広
町
通

り
北
側
が
踊
り
エ
リ
ア
化
さ
れ
、
末
広
町
交
差

点
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
り
末
広
町
内
は
北
側
の
半

分
で
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

今
年
は
長
野
び
ん
ず
る
実
行
委
員
会
を
初

め
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共
交
通
機
関
、

警
察
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
末
広
町
通
り
全

面
を
通
行
止
め
に
し
、

25

年
ぶ
り
に
広
々
と

第
55

安
全
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当

日
は
踊
り
連
の
活
気
と
見
物
客
で
久
し
ぶ
り
に

末
広
町
内
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

第
55
回 

長
野
び
ん
ず
る 

 
 

 
 

 
 

 

末
広
町
通
り
エ
リ
ア
化 

７
月

13

日
な
が
の
祇
園
祭
御
祭
礼
屋
台
巡

行
が
長
野
市
中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ
た
。 

末
広
町
は
南
千
歳
町
と
合
同
会
所
を
長
野
駅


